公務員試験(消防・警察・海上保安庁等)合格を目指す学生の試験勉強の手順・手法の開発と実践に関する実証的研究 by 古市 勝也 & 山下 陽平
１．研究の概要
１）目的
　本学が目指す『職業人養成教育大学』として，卒業
時の「大学の出口」である「就職」は大事な要素・要
因である．
　スポーツ学部の学生が，警察・消防・海上保安庁・
自衛隊等の公務員の採用試験に合格するには，どのよ
うな手順・手法で教育したらいいか，タテの「学年段
階の教育方法」，ヨコの「入試区分（学力方式か実技
方式か等）による教育方法」等を明らかにする．
　特に，警察・消防等の現場研修と警察学校や消防学
校や社会教育施設等での宿泊体験実習等の可能性を模
索して，在学時に現場を学び体験することの効果につ
いて調査研究する．
２）研究内容
　研究内容は次の視点で行う．①公務員試験勉強を何
年からスタートしたら効果的か，２年，３年，４年か
らスタートの変化を調べる．②過去の公務員試験合格
者が入試区分によってどのように違うか調査する．③
「消防学校体験研修」や「警察学校体験研修」を（１
泊２日）実施しその効果を調べる．④警察，消防の採
用試験希望者の職場体験実習（日帰り）を実施してそ
の効果を調べる．現職者や合格した先輩を呼んで「講
習会」や「受験対策講座」を実施してその効果を調べ
る．その成果は全教員で共有する．
３）研究計画
　①２年～４年生から公務員（警察・消防・海上保安
庁・自衛隊）への採用試験希望者を調査する．②試験
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勉強を２年からスタートした学生と，４年からスター
トした学生の違いについて追跡調査する．③入試区分
と受験勉強スタート学年とクロス集計してその違いと
指導法について調査・分析する．④夏休み（８月～９
月）１泊２日で，「消防学校体験研修」や「警察学校
体験研修」する．（交渉中）⑤警察，消防の採用試験
希望者の職場体験実習（日帰り）を実施する．⑥警察・
消防の現職者や合格した先輩を呼んで「講習会」や「受
験対策講座」を実施する．⑦公務員試験に合格した先
輩は部活動との両立をどのようにして克服したか，聞
き取り調査する．
４）期待される成果
　公務員試験（消防・警察・海上保安庁等）合格を目
指す学生の試験勉強の手順・方法が明らかになる．研
究成果を発表し全教職員が就職指導や学生指導に活用
できる．特に，入試区分によって，学生個人・個人に
対して，いつ頃から試験勉強を始めたらよいか．合格
した先輩はいつ頃から，どのような方法で勉強したか．
部活との両立はどのようにして克服したかが示すこと
ができる．そこで，部活動を継続しながら公務員試験
に合格する手順手法を開発したい．
２．公務員試験勉強会の現状
１）公務員受験希望者の現状
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図－２　２年生の公務員希望者の消防・警察等の割合
（＊２年生は公務員希望学生で，消防・警察等希望の
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図－５　公務員試験勉強会への参加希望者
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２）実施した「公務員講座」の実際
ア．４年の合格者を講師としての講座開設
＜手法－１＞：公務員試験合格者を「キャリア基礎演
習B」の授業で講師として活用
　公務員合格者を１年生全員に「キャリア基礎演習B」
で「公務員合格への道」について講話．
日時：平成25年12月25日，場所：自由が丘会館4F，
講師：10A3＊＊＊:KK：東京消防庁，長崎市消防局
　　　合格
＜手法－２＞：公務員試験合格者（現役の学生）を「公
務員試験勉強会」に講師として活用
学生講師：10A3＊＊＊：TD：鹿児島県警合格，
　　　　　10A3＊＊＊：KK：島根県警合格
　　　　　10A3＊＊＊：FK：警視庁合格
　　　　　10A3＊＊＊：MR：鹿児島県警合格，
　　　　　　　　　　（南国殖産合格し就職）
＜プログラム例－１＞
「公務員（警察・消防・海上保安庁・市役所・役場等）
勉強会」の研修会のお知らせ！
２年生・３年生の希望者は参加できます．
下記のように実施します．参加してみてください
記
第３回目研修会
１，期日：11月27日（水）：の４時間目
２．場所：A館402教室
３．講師：鹿児島県警合格　田中大地（スポーツ学部
　　　　　４年・陸上部）
４．テーマ：『警察公務員合格の勉強の仕方・部活動
　　　　　　との両立の仕方』
イ．警察・消防の外部講師を依頼しての講座開設
福岡県警折尾警察署（4月）巡査部長：野口和人（折
尾警察署総務課第一係主任）
北九州市消防署（12月）：元北九州市消防局長
鹿児島県警（2月）：元鹿児島県警鹿屋警察署長
＜プログラム例－２＞
福岡県警折尾警察署現職警察官による研修会
講師：野口和人（折尾警察署総務課第一係主任・巡査
　　　部長
日時：4月24日，４時間目実施，
場所：A館402教室
講義内容：警察に求めれる人間像・勉強の仕方・体力
　　　　　テスト
＜研修効果・効果：感想文から＞
　＜4月24日：折尾警察署現職警察官「講義」＞
１．受講学生感想
　私は，広島県警を目指しています．本日の講義を聞
いて，福岡も受けてみようかと思いました．今，女性
の警察官が必要とされ，採用枠も広がっていると聞き，
少しでも受かる確率が高いところを受けていきたいで
す．
　警察に受かるには，勉強が大変だとよく聞きますが，
話では，１年間過去の問題集をすれば，何とかなると
いうことでした．今からでも，まだ時間はたくさんあ
るので，毎日，コツコツと勉強して，力をつけていき
たいです．
　警察に「どうしてなりたいか，どんな風になりたいか」
など，しっかり頭に入れて面接を受けたいです．私は，
大きな声で元気よく話すのは得意なので，自信を持っ
ていきます．兎に角，必ず合格して警察に成りたいです．
＜講師依頼文書例－１＞
平成26年2月14日
元鹿児島県警鹿屋警察署長
　　　　　（　　　　　）　様
　　　　　　　　　　　　九州共立大学スポーツ学部
教授　古市　勝也
公務員（警察関係等）試験勉強会の講師について（依頼）
　日頃から本学の学生等に対して，ご指導・ご支援い
ただきありがとうございます．心から感謝申し上げま
す．
　さて，本学スポーツ学部では，警察・消防・海上保
安庁等の公務員を目指す学生で，受験対策の勉強会を
実施いたしております．
　つきましては，下記によりご講演をお願いいたしま
す．
　我が国の警察の現状，今後求められる警察官像，若
き警察官への期待，警察官試験に合格するためにはど
のような勉強をしたらいいか，体力づくりはどうした
らよいか等ご指導頂くとありがたいです．
記
１．日時：平成26年2月28日（金）14:50 ～ 16:20
　　（60分講義＋質疑応答）
２．場所：九州共立大学スポーツ学部A館402教室
３．対象：スポーツ学部３年・２年・１年生（約25名）
４．講義テーマ：「若き警察官への期待
　　～警察官への道～」
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＜講義レジュメ＞芹ケ野　規矩雄氏
＜平成26年2月28日　鹿児島県警OB　芹ケ野　規矩雄
氏　講演レジメ＞
テーマ：警察官を目指す方へ
１．警察はどんなところか
　　警察署の現場：
　　　地域課（交番，駐在所），生活安全刑事課，
　　　交通課，警備課，警務課，
　　　会計課，都道府県警察本部　⇒　管区警察署　
　　　⇒　警察庁
２．刑事や白バイ隊等の専務への道
３．昇任制度（実力の世界）
４．鹿児島県警：最近の受験者と合格者
５．警察官は誇りある職業（OBとして現職に望むこと）
６．質疑応答
＜講師依頼文書例-2＞
平成25年11月14日
元北九州市消防局長　（　　　　）　様
九州共立大学スポーツ学部　教授　古市勝也
公務員（消防）試験勉強会の講師について（依頼）
　日頃から本学の学生等に対して，ご指導・ご支援い
ただきありがとうございます．心から感謝申し上げます．
　さて，本学スポーツ学部では，消防・警察・海上保
安庁等の公務員を目指す学生で，受験対策の勉強会を
実施いたしております．
　つきましては，下記によりご講演をお願いいたします．
　我が国の消防の現状，今後求められる消防士像，若
き消防士への期待，どのような勉強をしたらいいか等
ご指導頂くとありがたいです．
記
１．日時：平成25年12月4日（水）14:50 ～ 16:20
　　　　（60分講義＋質疑応答）
２．場所：九州共立大学スポーツ学部A館402教室
３．対象：スポーツ学部３年・２年・４年生（約25名）
４．講義テーマ：「若き消防士への期待　～消防士への
　　　　　　　　道～」
＜講義レジュメ＞山家　桂一氏
＜平成25年12月4日：元北九州市消防局長　山家　桂
一氏　講演レジメ＞
テーマ：消防士を目指す皆さんへ
１．市民は，消防をどのようにみているか
（１）消防の生い立ち
（２）職業信頼度調査：７年連続１位
（３）「組織は人なり」「消防はまさに人なり」
２．北九州市消防局の組織文化と強み
（１）組織の40年サイクル
（２）実力主義の徹底（採用試験，昇任試験，勤務評定，
　　 人事交流，国際貢献）
（３）全国一の消防団
（４）全国消防長会・警防防災委員長都市
（５）消防科学技術研究開発体制（産学官の連携，
        北九州市立大学・環境消防技術開発センター）
（６）救急救命九州研修所
３．消防士を目指す
（１）採用試験の状況
（２）今後の採用予定数
（３）試験内容（筆記，体力測定，口述，小論文，面接，
       身体検査）
４．質疑応答
＜分析・評価：感想文から＞
1  受講者HNの感想
　鹿児島県警は，今までどのような組織か知らなかっ
たが，今日の話を聞いて，本当にやりがいのある職場
だと感じた．また，刑事や・白バイ等の専務への道に
進むためには，先輩の推薦等が必要で，まずは合格し
て一生懸命仕事をすることが大切だということがわか
ってよかった．出世のことを考えて仕事をすると，地
域の方から信頼は得られないことも分かった．また，
交通課では，取り締まりの仕方も工夫が必要で，親切，
厳しさのけじめ，メリハリ，臨機応変な対応が大事だ
ということを学んだ．これから始まる試験に向けて，
警察官になる覚悟を決めて「絶対になろう」と思った．
ウ．宿泊研修（現職・社会人公務員との交流会）
１．事業名：「中国・四国・九州生涯教育実践研究交流
会」
２．目的：研究交流会に参加する各県の先輩公務員と
の交流を通して，公務員としての態度・考え方・仕
事への意欲・取り組み等について学ぶ．
３．日程：5月17日金曜（前泊）：5月18日～ 19日（2 
泊3日）
　5月17日：５時間目終了後　JRにて折尾駅～篠栗駅，
徒歩で福岡県社会教育センターへ
　ゼミミーティング（自己紹介，福岡県教員で社会教
育主事の講話等）
　5月18日：朝のミーティング，交流会
　5月19日：交流会
４．場所：福岡県立社会教育総合センター
５．研修会の心構え
　①自ら積極的に「挨拶する！」，「話しかける！」「ト
レーニングだと思え！」
　②話し上手になる！聞き上手になる！
　③住民に地域社会に奉仕する公務員を目指す！
　④多くの先輩公務員と話す．名刺交換する．就職し
たい故郷の人を探して話す．
６．交流会の学習目標：①教育研修の組織をどのよう
に動かすか．（全体から見る，広い視野を養う！），
②組織の一員としてどのように動くかを考えて行動
する！（部分から見る！役割分担！
７．宿泊研修会の留意事項
３．公務員合格者と入試区分・偏差値・部活動
　　等との関係
１）入試区分と公務員合格の関係：（あくまでも傾向
　　 である）
　公務員合格者では，主に，次のような傾向がみられ
る．
①　AO入試，指定校推薦入試者で教員採用現役合格
は２人（平成25年度卒業生）である．
②　学力特待生では，東京消防庁・長崎市消防署合格
者が１人（平成25年度卒業生）である．
③　警察・消防・自衛隊合格者と入試区分の関係
＜４期生では＞（表－１参照）
①　警察合格者は，「同窓生子女推薦入試11･15日」，
「指定校推薦11･15日」，「一般入試１期（体力テス
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ト併用方式）2･5日」，「一般入試１期（学力方式）
2･5日」，「センター試験利用学力特待生入試１期」，
「学力特待生１期2･5日」，「AO入試１期（オーディ
ション方式）」の７区分である．
②　消防合格者は，「一般推薦１期（学力方式）11・
15」「指定校推薦11・15」の２区分である．
③　地方公務員合格者では，「一般推薦１期（実技方式）
11・14」「AO 入試２期（オーディション方式）の
２区分である．
④　教員合格者では，「一般推薦１期（学力方式）
11・15」の１区分である．
⑤　自衛隊合格者では，「センター試験利用学力特待
生入試１期」「学力特待生１期・５」「大学入試セン
ター利用１期」の３区分である．
⑥　AT合格者では，「一般入試１期（学力方式）２．５」
の１区分である．
＜５期生では＞
①　警察合格者では，「一般推薦１期（実技方式）
11・12」「一般入試２期（学力方式）３．15」「セ
ンター試験利用学力特待生入試１期」「大学入試セ
ンター利用１期」「AO入試１期（実技方式）」の５
区分である．
②　消防合格者では，「センター試験利用学力特待生
入試２期」の１区分である．
③　地方公務員合格者では，「一般入試２期（体力方式）
３・14」「大学入試センター利用１期」の２区分で
ある．
④　教員合格者では，「指定校推薦11・15」「AO入試
１期（実技方式）」の２区分である．
⑤　自衛隊合格者では，「技能特待生推薦」「センター
試験利用学力特待生入試１期」「AO入試１期（実技
方式）」の３区分である．
⑥　AT合格関係者では，「センター試験利用学力特待
生入試１期」の１区分である．
表－１　４期生：平成24年3月卒業生の入試区分と公務員合格
入試区分 警察 消防 地方公務員 自衛隊 AT 教員
一般推薦１期（学力方
式）11・15 日
宇部消防
４期 福永
福岡県教員
４期 田口
一般推薦１期（実技方
式）11・14 日
久留米市役
所４期 森
同窓生子女推薦入試
11･15 日
大阪府警
４期 進藤
指定校推薦 11･.15 日
福岡県警
友口
北九州消防
山口
一般入試１期（体力テ
スト併用方式）２･ ５日
福岡県警
４期 田中、
大分県警
４期 窪田
一般入試１期（学力方
式）２･ ５日
大阪府警
４期 鈴木
AT ４期
中島
センター試験利用学力
特待生入試１期
福岡県警
４期 塩田
航空自衛隊
一般曹候補
生４期 豊部
学力特待生１期２･ ５日
福岡県警
４期 松田
大分県警
４期 衛藤
航空自衛隊
４期 山本
大学入試センター利用
１期
航空自衛隊
４期 清水
AO 入試１期（オーデ
ィション方式）
大阪府警
４期 木村
AO 入試 2 期（オーデ
ィション方式）
伊江島村
４期 渡久地
68 古市　勝也　他
＜分析・考察＞：４期生の公務員試験の合格者は，
11の入試区分から合格している．就職への意識を持
ってしっかり勉強すると入試区分に関係なく合格でき
る．大学入学後の就職支援が大事である．
表－２　５期生：平成25年3月卒業生の入試区分と公務員合格
入試区分 警察 消防 地方公務員 自衛隊 AT 教員
一般推薦１期（学力方
式）
一般推薦１期（実技方
式）11・12 日
鹿児島県警
５期 田中
福岡県警
５期 久徳
技能特待生推薦
陸上自衛隊
４期 萩野
（A 特）
指定校推薦 11･15 日
東京都教員
５期 岩崎
一般入試２期（体力方
式）３・14
曽於市役所
５期 片平
一般入試２期（学力方
式）３･13 日
警視庁
４期 酒井
センター試験利用学力
特待生入試１期
鹿児島県警
５期 前屋
自衛隊一般
曹候補５期
黒木
AT ５期
武藤
（A 特待生）
センター試験利用学力
特待生入試２期
東京消防庁
５期 鈴木
（特待 B）
大学入試センター利用
１期
島根県警
５期 木村
東峰村役場
５期 福嶋
AO 入試１期（実技方式）
警視庁
５期 福留
陸上自衛隊
５期 高瀬
福岡県教員
５期 松本
＜分析・考察＞
①　５期生の公務員合格者の入試区分は7区分になっ
ている．
②　AO入試，指定校入試，一般推薦実技方式も活躍
している．
③　センター利用の学力特待生入試方式の活躍が目立
つ．
２）高校評定平均値と公務員等合格者の関係
＜４期生（平成25年3月卒業）では＞
①　警察公務員合格者は，高校評定は2.8 ～ 4.9である．
②　消防公務員合格者は，高校評定は3.7 ～ 4.0である．
③　地方公務員合格者は，高校評定は3.3 ～ 4.0である．
④　教員現役合格者は，高校評定は4.5である．
⑤　AT現役合格者は，高校評定は3.3である．
⑥　自衛隊合格者は，高校評定は2.7 ～ 3.5である．
＜５期生（平成26年3月卒業）では＞
①　警察公務員合格者は，高校評定は3.1 ～ 4.7である．
②　消防公務員合格者は，高校評定は4.1である．
③　教員現役合格者は，高校評定は3.9 ～ 4.7である．
④　地方公務員合格者は，高校評定は3.7 ～ 4.1である．
⑤　AT現役合格者は，高校評定は4.4である．
⑥　自衛隊合格者は，高校評定は3.4 ～ 4.3である．
３）部活動と公務員等合格者の関係
＜４期生（平成25年3月卒業）では＞
①　警察公務員合格者では，９人中７人が課外活動を
している．さらに，課外活動実施者の７人中の２人
が４年間実施している．
②　消防公務員合格者では，２人中２人とも課外活動
を４年間実施している学生である．
③　地方公務員合格者では，２人中２人とも課外活動
を４年間実施している．
④　教員現役合格者では，１人を見ると，３年間課外
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活動を実施している．
⑤　AT現役合格者では，１人であるが，４年間課外
活動を実施している．
⑥　自衛隊現役合格者では，３人中１人が，４年間課
外活動を実施している．
＜５期生（平成26年3月卒業）では＞
①　警察公務員合格者では，５人中５人とも課外活動
を実施している．さらに，５人とも４年間実施して
いる．警視庁に合格したF君は，「部活は体力トレ
ーニングになり，体力試験のある警察・消防の試験
には有利であった」と部活動の継続を評価している．
②　消防公務員合格者では，１人中１人が課外活動を
実施しており，部活動の主将も務めている．
③　地方公務員合格者では，２人中２人とも課外活動
を４年間実施している．
④　教員現役合格者では，２人中２人とも課外活動を
実施している．
⑤　AT現役合格者では，１人であるが，課外活動を
４年間実施している．
⑥　自衛隊現役合格者では，３人中３人が，課外活動
を実施している．
表－３　４期生（平成25年3月卒業）公務員合格者の基礎資料
就職先 学番 氏名 入試形態 校 評定 課外活動 成績
福岡県警
ＪＲ九州 09A
学力特待生１期２･ ５日　
10/27 番 社会人ラグビー
福岡県警 09A 指定校推薦 11･15 日3/17 硬式野球
福岡県警 09A
一般入試１期（体力テスト併
用方式）
２･ ５日、16/30 番
バスケットボール 2 年間
福岡県警 09A
センター試験利用学力特待生
入試１期
15/17
教職サークル、
駅伝部１年半
大分県警 09A 学力特待生入試１期２･ ５日18/27 無し
大分県警 09A 一般入試１期（体力テスト併用方式）２･ ５日、9/30 準硬式野球４年間
大阪府警 09A 同窓生子女推薦入試 11･15 日、2/2 陸上競技２年間
大阪府警 09A
一般入試１期（学力方式）
２･ ５日
50/61
無し
大阪府警 09A
AO 入試１期（オーディション
方式）
22/32
サッカー半年、
フットサークル
北九州消防 09A 指定校推薦 11･15 日　7/17 硬式野球部
宇部山陽小野田
消防 09A
一般推薦１期（学力方式）11・
15 日　21/23 陸上競技４年間
久留米市役所 09A 一般推薦１期（実技方式）11・14 日　1/41 バスケットボール４年間
沖縄県
伊江島村役場 09A
AO 入試２期（オーディション
方式）6/11 陸上競技部４年間
アスレティックト
レーナー合格 09A
一般入試１期（学力方式）
２･ ５日、　52/61
ソフトボール部３年間、
CARE 主将
福岡県教員
（中学校） 09A
一般推薦１期（学力方式）
11/15 日、5/23
バスケットボール部 3 年
間
航空自衛隊 09A 学力特待生１期２･ ５日、14/27 無し
航空自衛隊一般曹
候補生 09A
センター試験利用学力特待生
入試１期、12/17 アメフト部、教職サークル
70 古市　勝也　他
＜分析・考察＞：
①　課外活動を実施している者の合格率が高い傾向に
ある．特に，体力試験のある公務員試験（警察・消
防・海上保安庁・自衛隊等）には，課外活動は有利
である傾向にある．
②　スポーツ学部の学生で，警察・消防・自衛隊など
の公務員試験を受ける者には，「部活動は継続した
ほうが良い」との助言・指導が出来そうである．
③　特に，体力試験が位置づけられている警察・消防
等の公務員試験希望者には「部活動の継続」を進め
て良いと思われる．
＜参考資料＞
航空自衛隊 09A 大学入試センター利用１期、56/78 無し
表－４　５期生（平成26年3月卒業）公務員合格者の基礎資料
就職先 学番 氏名 入試形態 校 評定 課外活動 成績
警視庁 10A
AO 入試１期（実技方式）
15/37
硬式野球４年間
鹿児島県警合格・
南国殖産
10A
センター利用学力特待生
１期 10/38
ソフトボール部
鹿児島県警合格 10A
一般推薦（実技方式）11･12 日、
19/28
陸上競技
東京消防庁合格
B 特待生
10A センター利用学特待２期 4/22 弓道部主将
島根県警合格 10A センター試験利用１期、23/67 準硬式野球
警視庁合格 H25 09A
一般入試２期（学力方式）
３･13 日、2/9
陸上競技：短距離
福岡県教員合格：
高校 H25
10A
AO 入試１期（実技方式）
4/37
ソフトボール部副主将、
教職サークル
東京都教員合格：
中学 H25
10A
指定校推薦 11･14 日
3/23
教職サークル
特待生 A
A Ｔ合格
10A
センター利用学力特待生
１期 1/38
CARE
陸上自衛隊：技能
特待 A
09A 技能特待生推薦　11/15 体操競技部
自衛隊一般曹
候補生
10A
センター利用学力特待生１期
28/38
陸上競技部
陸上自衛隊 10A
AO １期実技方式
3/37
バドミントン部
福岡県警 10A
一般推薦（実技方式）11･12 日、
18/28
ハンドボール部
東峰村役場 10A
センター利用１期
7/67
準硬式野球、MSC
曽於市役所 10A
一般Ⅱ期実技方式 3･14
9/9
陸上競技部ちょボラ
表－５　５期生の公務員１次合格者の基礎資料：参考資料
就職先 学番 氏名 入試形態 出校 評定 課外活動 成績
大阪府警１次 10A センター試験利用１期 準硬式野球、アダプテッド
福岡県警１次 10A 指定校推薦 11･14 日、 準硬式野球
警視庁・福岡県警
１次
10A センター入試利用１期 バスケット部
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４）３年前期次の就職希望先と合格の関係（Fゼミ
　 　等５期生の場合）
①　公務員希望10人中，警察公務員３人合格，３人
１次合格，３人民間企業，１人専門学校である．３
年次の前半5-6月に，就職先の目標を明確にするこ
とが大事である．
遠賀信金合格 10A AO 入試実技１期 硬式野球部
ブライダル「光貴」 10A AO 入試１期（実技方式） バドミントン部
タカミヤ 10A AO 入試２期（レポート方式） ソフトボール部
行橋市役所不合格
大原専門
10A
一般推薦入試（実技方式）
11･12 日、
陸上競技部
表－６　３年前期次の就職希望先と合格の関係（Fゼミ等５期生の場合）
３年次就職希望先 ４年次の就職合格・決定先 備考
UT：消防士 警視庁・大阪府警１次合格、川内消防１・２次合格、岩崎産業就職
KK：消防士 福岡県警１・２次合格
NY：公務員 福岡県警１・２次合格、民間企業就職 教員免許取得
NM：公務員・マスコミ ブライダル企業合格
NK：警察、公務員 大阪府警１次合格、民間企業合格
MR：警察 鹿児島県警合格・辞退、南国殖産就職
IK：警察・消防士 北九州市・福岡市消防不合格、民間企業へ就職
SR：公務員 ２市不合格、専門学校へ
FT：消防、警察 警視庁就職、大阪府警１次合格辞退、 教員免許取得
IY：自衛隊 遠賀信用金庫就職
SK：消防士 東京消防庁合格、長崎市消防署就職
TT：警察 鹿児島県警就職
５）専門学校の公務員講座受講者と公務員試験合格
　　 者との関係
①　３年の５月ごろから専門学校の「公務員講座」と，
Ｗスクールする人の合格率が高い傾向にある．
②　しかし，自己学習で鹿児島県警に合格している人
もいる．
③　３年次に学生個人の希望を聞いてしっかり案内・
支援が必要である．
表－７　専門学校の公務員講座受講者と公務員試験合格者との関係
３年次就職希望先 ４年次の就職合格・決定先 ３年次専門学校受講の有無
UT：消防士
警視庁・大阪府警１次合格、川内消防１・２次合格、
岩崎産業就職
４月から対策講座
KK：消防士 福岡県警１・２次合格、10 月入学予定 ４月から対策講座
NY：公務員 福岡県警１・２次合格、民間企業就職 ２年 12 月：東京アカデミー
NM：公務員・マスコミ ブライダル企業合格 ４月から対策講座
NK：警察、公務員 大阪府警１次合格、民間企業合格 ６月から対策講座
MR：警察 鹿児島県警合格・辞退、南国殖産就職 ５月から対策講座
IK：警察・消防士 北九州市・福岡市消防不合格、民間企業へ就職 無し
SR：公務員 ２市不合格、専門学校へ ４月から対策講座
FT：消防、警察 警視庁就職、大阪府警１次合格辞退、 ５月から大原専門学校
IY：自衛隊 遠賀信用金庫就職 ２年後期から東京アカデミー
SK：消防士 東京消防庁合格、長崎市消防署就職 ２年後期：東京アカデミー
TT：警察 鹿児島県警就職 無し
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４．キャリア支援「先進校視察」の実際
１）明治大学
ア．就職キャリア支援センター：一人ひとりの「個」
に合わせたキャリアデザインを，４年間を通して徹
底的にサポート．
＜支援組織＞：キャリア支援部就職キャリア支援事務
室が支援．
イ．国家試験指導センター：３研究所の統括
（ア）行政研究所：公務員試験（国家公務員上級試験）
合格支援
＊励まし合い，続ける力の「同志」が集い，試験科目
に備えて勉強を続ける．
４月：１－２年次入室試験．５月：合格発表，明治大
学行政研究所特別研究生として登録手続き，入所式・
対面式，キャンパス内で指導講師による講義開始．７
月:総会．８月：夏合宿，講師，OG,OBとの親睦，２
年生を中心に運営．９月公務員試験に合格の４年生の
体験談．10月：隔年ごとに「OB懇親会」の開催．11月：
模擬試験実施，合格の４年生と１－２年生の秋合宿．
12月：関東大学ラグビー対抗戦観戦．１月：学内試験．
２月：追いコン，２年生は新特待生入室試験に備えて
春合宿．３月：２年生は新３年生として和泉分室から
駿河台本室に移動．４月：駿河台特別講義開始，入室
試験．５－６月：各種公務員試験実施，国家総合職（旧
国家１種）試験等にチャレンジ．７月：総会，夏合宿．
８月：夏合宿後，役職は新２年生に引き継ぎ，受験体
制突入．OB懇親会は３年生が中心．12月：特別講義
終了，受験態勢突入．１月：学内試験，本試験まで半
年．３－４月：本試験まで○○日，カウントダウン．
５－６月：各種公務員試験実施．９月：１－２年生に
模擬試験を作成・実施．11月：４年生として１－２
年生の秋合宿に参加．12月：関東大学楽日―対抗戦
観戦，「受験の手引き」に合格体験記」執筆．２月：
学内試験後故郷へ．３月：卒業式ご行政研究所に集合，
全国へ
（イ）法制研究所：裁判官・検察官・弁護士等の法律
専門職（法曹）を目指す学生支援
＊個別の自習室提供
（ウ）経理研究所：公認会計士を目指す学生の支援
＊室員には専用の自習室提供
ウ．地域連携推進センター：地域社会からの幅広い要
望に応え，地域社会と連携して地域人材の育成や地
域課題の解決を図ることにより，本学における教育
研究の発展と地域社会への貢献に寄与．
＊地域社会と連携した事業，＊社会連携機構，
＊生涯学習の拠点，＊学生も支えた社会連携活動
エ．社会連携機構：機構長＝副学長
　明治大学は「教育」「研究」に並ぶ第3の柱に「社
会貢献」を掲げ，大学が持つ様々な知的資産を社会
に開放し発信．同機構の下に，リバティーアカデミ
ーと地域連携推進センターを設置．同機構の下に「生
涯教育」と「地域連携」の一層の発展を目指す．
２）日本体育大学
＜特色＞
①　就職対策としてOB・OG訪問実施
②　OB・OGがいるかどうかは学生支援センター（キ
ャリア支援部門）で探す．
ア．学生支援センター
　　公務員試験対策講座や教育実習説明会の開催，学
生からの就職活動相談に対応．
イ．個別面談の実施（申込制）
ウ．公務員試験対策委個別指導
エ．公務員模擬試験の実施
オ．就職対策講座の実施
　①　全体：就職ガイダンス，就活ランチ（３年生昼
休みに実施），
　②　教員：勉強方法ガイダンス，模擬試験，筆記試
験対策，面接個別指導，論文指導
　③　企業：SPI対策講座，
　④　公務員：公務員，県警，警視庁，東京消防庁，
自衛隊，皇宮警察，模擬試験，数的処理
３）大阪体育大学
＜特色＞
①　学年ごとにキャリア支援プログラムの実施　
②　組織的特色として，「キャリア支援部・キャリア
支援センター」と「教職支援センター」を開設して
いる．さらに，生涯スポーツ実践研究センターとの
連携が図られている．
③　キャリア支援部長兼キャリア支援センター長に
OBで民間出身者を配置．
④　公務員合格者を写真入りで掲示して，評価と啓発
している．評判である．
⑤　面接試験実習室の設置がなされている．
＜キャリア支援部長の貴重な助言＞
①　「保護者会」と「同窓会」を連携させて，就職拡大・
活性化に結び付ける．支援をしてもらう．
ア．キャリア支援プログラム　（別添参照）
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＊平成25年度はキャリア支援部・教職支援センター
による学内セミナーを，年間に177回実施．出席者：
延べ4814人出席．
＜１年次のプログラム＞：キャリア支援部の利用方法
を知り，積極的に活用できるように．
①進路ガイダンス，②進路希望調査，③キャリアプラ
ンⅠ・Ⅱ・Ⅲ，④キャリアフェスタ
＜２年次のプログラム＞：キャリアデザインを考え，
自分の将来を明確に設定
①キャリアセミナー（基本），②進路希望調査，③企
業支援講座，④キャリアフェスタ
＜３年次のプログラム＞：全学の学生一人ひとりに個
別指導実施，目標の再確認，目指す進路に応じたサポ
ート実施．
①キャリアセミナー（一般・教職），②キャリア講座，
③企業支援講座，④キャリアフェスタ
＜４年次のプログラム＞：就職の実現のためのサポー
トとフォローを実施．
①キャリア講座，②教員採用支援対策講座，③進路調
査，④未決定者個人指導
イ．公務員試験対策講座：３年生対象・学生は正装で
受講（約70名：H24年度）
①警察官・消防官・自衛官・行政職に焦点を当てて実
施．②内容：公務員の種類，仕事内容紹介．③試験内
容・スケジュールについて，いつ・どのような準備が
必要か具体的説明・資料配布．④夏休み期間に取り組
む資料の配布．⑤夏休み前の7月3日～ 17日まで，地
方公務員（神戸市消防・警視庁・兵庫県警・大阪府警・
市役所），国家公務員（大阪留置所・自衛隊・海上保
安庁），福祉系（大阪府社会福祉協議会）の説明会実施．
＜分析・感想＞
①　九州共立大学も，キャリア支援は1年次から位置
づける必要がある．
②　大阪体育大学は，教職と公務員へのキャリア支援
を大学の重点施策に挙げている．
４）神戸学院大学
＜特色＞
①　「就活塾」：2011年から，３年次生と大学院１年
次生を対象に「就活塾」をスタート．これは，就職
活動の早期からキャリアセンターのスタッフと密接
に連携し，優良企業からの内定獲得を目指すプログ
ラム．2012年度は約60人の塾生を選抜，３年次の
６月から内定獲得までサポート．
②　年ごとにキャリアサポート体制
③　実践的な授業で就業力を身につける「就業力科目」
④　「学生消防団」の結成・活動：市民救命士講習，
防災訓練・学生消防団によるポンプ操法訓練，被災
地ボランティア活動
⑤　「学生見回り隊」の結成：地域の見回り，
ア．キャリアサポート体制
＜１年次＞：学生生活の目標と人生設計を考える．
①　進路ガイダンス：「自分の人生をどう生きるか」，
そのため「４年間をどのように過ごすか」：４年間
の行動計画を確立するプログラムを導入する．
②　キャリアトレーニング入門
③　就業力講座Ⅰ
＜２年次＞：職業観を養い，目指す職種を見つける．
①　進路ガイダンス：将来の目標を明確にし，職業観
の確立．社会で働くことの意味を多面的に考えるプ
ログラム．社会人として必要な能力を知る．
②　キャリアトレーニング講座：専門の講師を招き，
特別講義の開講．
③　各学部でコース選択：一人一人の目標に沿ってコ
ース・領域を選択．
④　就業力講座Ⅱ：将来をイメージして希望の職種を
理解し，プレゼンやコミュニケーションの訓練．
⑤　就業体験講座：学内のさまざまな部署で就業体験．
学内イベントに参加．
＜３年次＞：本格的な就職活動へ．志望企業を決定．
①　就職ガイダンス：６月から，就職適正，自己分析，
業界研究，面接対策スタート．
②　プラスα―の多彩な支援：留学，インターンシッ
プ，資格取得．
③　就職活動開始：キャリアセンターやインターネッ
トを活用，OB・OG訪問し，積極的に就職情報収集．
④　年５回の就職ガイダンス：就職活動の「ペースメ
ーカー」的役割を果たす．就職活動に必要な知識・
スキルの説明．
⑤　就業力講座Ⅲ：課題解決に向けた企画を企業から
評価を直接受ける，実践的な就業力を高める．
⑥　産業界等連携講座：企業や官公庁の先輩を招き，
業界や職業について理解を深める．
＜４年次＞：個別指導できめ細かなフォロー．内定ま
での徹底したフォローアップ：年に数回，進路内定状
況調査実施．内定獲得へ指導徹底．
＜注目点Ⅰ＞：就業力とは＝どんな仕事に就いたとし
ても必要とされる，社会人としての基礎能力のこと．
「就業力講座Ⅰ」：自ら考え行動することの重要性を学
ぶ体験学習．
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「就業力講座Ⅱ」「就業体験講座」：社会をより近くに
感じられる具体的な事例に触れ，将来の進路に向けて
目的意識を持ち行動できるようにする．
「就業力講座Ⅲ」「産業界等連携講座」：実際の企業と
の関わり，実践的な就業力を向上．
＜注目点Ⅱ＞：ポーアイ４大学（神戸学院大学・神戸
女子大学・兵庫医療大学・神戸女子短期大学）による
連携事業　―安全・安心・健康のための総合プログラ
ムを塾として―
＊コンセプト：「防災推進プロジェクト」「健康推進プ
ロジェクト」
（資料提供：神戸学院大学）
５．考察とまとめ　－提言も兼ねて－
１）勉強のできる雰囲気の醸成を確立する
　平成24年度，25年度の卒業生で公務員試験（警察・
消防）合格者の多くが，「他の大学生に比べて，勉強
しない」「勉強の雰囲気が大学内にない」「勉強をしよ
うとする『いいやつ』が，勉強しない雰囲気に流れな
いようにしてほしい」と，言っていた．
　そこで，大学に勉強できる雰囲気を作る．学生が勉
強に専念できる環境整備をすることが必要である．
２）１年から勉強の雰囲気へ導く
　スポーツ学部なので，部活動の活性化は大事である．
しかし，将来に人生の確立に向けて，就職への準備は
学生にとって重要である．明治大学は１年次から公務
員試験コースを設けている．よって，本学は２年の後
期から明確な就職目標を持たせ，公務員試験勉強をス
タートさせることが大事である．
３）指導に当たっての配慮点
ア．警察・消防等公務員合格者は，現時点では，入試
区分に大きな関係なく多くの領域から合格している．
すなわち，入試区分では，公務員試験合否の判断は
できない．
　　スポーツ学部の学生は，体力があり，部活動の人
の中で鍛えられている．勝負に対する集中力もトレ
ーニングされている．よって，本人が勉強に向けて
目標を持って頑張ると合格している．AO入試体力
方式でも，一般入試体力方式でも公務員（警察・教
員）にも合格している．すなわち，スポーツ学生は
いったん目標を持って頑張り勉強量を増やすと，集
中力があり，競う力があるから，入試区分に関係な
く合格している．
イ．運動部活動は継続しながら体力と気力を養って受
験するよう助言してよい．
　　警察・消防・海上保安庁・自衛隊など体力試験の
ある公務員試験では，運動部活動を継続して体力ト
レーニングをしながら勉強する方法も奨励すること
ができる．
４）特待生への期待
　特待生は，確かに成績の良い学生が多い（中には一
般学生より成績のふるわない者もいるが）．しかし，
現役で教員採用試験合格者は今のところいない（２年
目．３年目の合格者はいるが）．成績の良い特待生へ
は早い段階からの公務員試験勉強の環境整備が急がれ
る．学力特待生の頑張りが期待される．
５）将来に向けて整備したい
①　公務員試験コースをつくる．明治大学は作ってい
る．
②　公務員試験コース担当者・責任者を決める．
③　公務員試験勉強会では，特待生を選定し，勉強部
屋と専属の机を提供し勉強の環境を整える．
　　明治大学方式（司法試験コース，公認会計士コー
ス，公務員上級コース等）を設け，コースに入るた
めのレベル試験を実施していた．
④　基礎学力の強化を図るために，専任の教員を採用
配置，学習支援センターに配属していた．
⑤　「学生消防隊」の結成
　　将来，消防士を目指す学生を中心に，九州共立大
学「学生消防隊」を結成する．卒業後も消防士とし
て活躍したり，地域コミュニティでの消防団員とし
ての活躍する学生を育てる．北九州市消防署折尾分
断とのと連携を図る（交渉中）
⑥　「学生地域見回り隊」の結成
　　将来，警察官を目指す学生を中心に，九州共立大
学「学生見回り隊」を結成する．
　　福岡県警折尾警察署と連携して学生の活動を支援
する．（交渉中）
６）反省点
①　警察学校・消防学校での体験研修
　　可能性はある．しかし，相手側の日程や学生の日
程によって調整に苦労し，実現できなかった．今後，
各県警や警察学校の「オープンキャンパス」等への
参加や「体験研修等」への参加を検討したい．
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②　公務員試験に合格した先輩を講師として招聘
　　警察・消防の現職者や合格した先輩を呼んで「講
習会」や「受験対策講座」をさらに充実・実施する．
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